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＜県土整備部技術管理課＞

　労働安全衛生規則第５３８条に、「事業者は、作業のため物体が飛来する

ことにより労働者に危険を及ぼすおそれのあるときは、飛来防止の設

備を設け、労働者に保護具を使用させる等当該危険を防止するための

措置を講じなければならない。」とされています。

　労働安全衛生規則の趣旨を踏まえ、現場の条件に応じて適切に判断

していただき、作業に従事する方の安全確保に努めていただくようお

願いいたします。

①夏期の除草作業時などは、熱中症対策の観点から、例えば、麦

わら帽子などの風通しが良いものがふさわしいと思われるので、

安全性が確保された上で、ヘルメット着用の義務を緩和して欲

しい。

Ⅱ 熱中症対策に関
すること

＜県土整備部技術管理課＞

　夏季の過酷な作業環境下では、熱中症等のリスクがあるため、作業時

間が十分に確保できず、作業効率が低下するものと認識しております。

　国では、過年度実施した施工の実態調査をもとに、夏季の過酷な作業

環境下における作業効率の低下状況の確認を行い、歩掛補正の必要性

も含め検討を実施しています。

　今後も国の動向を注視し、歩掛補正等の改定が行われた際は速やか

に対応してまいります。

②夏期の作業全般について、熱中症対策として休憩する回数や

時間が通常より増加するので、積算の賃金を上乗せして欲しい。

＜県土整備部技術管理課＞

　本県では国土交通省の積算基準を準用しており、高木剪定は市場単

価にて積算することとしています。幹回りが120ｃｍ以上の場合や、繁

茂状況を踏まえて定期的な剪定を行っていない場合については、見積

もり徴収や特別調査を行うこととなっていることから、改めて周知し

てまいります。

　また、発生材の量については、実績に応じて変更契約で対応しており

ます。

①高木剪定においては、樹木の種類や幹回りにより作業量や発

生材の量などが大きく異なっていますが、今の積算項目では規

格区分が少ないため、実態との乖離が大きくなっています。つ

きましては、積算項目の細目化及び見積もり徴取による積算を

お願いします。

Ⅲ 高木剪定での積
算に関すること

＜環境生活部自然保護課＞

　県では、公害又は災害の防止、その他良好な生活環境を維持すること

を目的として、工場用地及びその他の用地（物流倉庫等）では１ヘクタ

ール以上、住宅用地では１０ヘクタール以上の敷地面積を有する事業所

を対象として「千葉県自然環境保全条例」に基づく「緑化協定」を締結

することで緑化及び緑地保全の推進を図っているところです。

　なお、事業を行う者が国または地方公共団体の場合には、原則として

協定を締結しないものとしています。

　また、都市部の市では条例や要綱によってより小さな面積（例：千葉

市では５００平方メートル以上）から幅広く事業所を対象にしている場合

や、緑地率を県の基準よりも高く定めている場合などもあります。

　以上のように、地域の状況に応じて県・市町村のそれぞれで緑化制度

を設けているところであり、引き続き市町村とも連携しながら緑化の

推進に努めてまいります。

①千葉県も東京都と同様に、現状の緑を減らさない取り組みを

お願いします。具体的には、開発の規制面積が１，０００㎡（自治体

の持つ敷地は２５０㎡）以上の敷地の開発や建築に緑化の指導をお

願いします。

Ⅳ 緑の保全とグリ
ーンインフラに
関すること

＜県土整備部県土整備政策課　公園緑地課＞

　県土整備部では、従来の社会資本整備や土地利用等の取組において、

グリーンインフラと称してはいないものの、自然環境が持つ防災・減災、

地域振興、環境といった各種機能を活用した取組を実施しています。

　今後も、豊かな自然環境が守られ活用されている千葉を目指し、グリ

ーンインフラの考えを取り入れつつ、それぞれの分野における施策を

進めてまいります。

②千葉県内において、グリーンインフラの実施予定及び計画は

ありますか。また、建築や道路等の公園緑地課以外への情報の

共有はなされていますか。
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＜農林水産部森林課＞
　九十九里地区の保安林整備の進捗状況ですが、津波対策としての砂
丘の整備は平成２７年度までに約１３キロメートルを完了しています。森
林整備については、ボランティア等によるものも含め、平成２４年度から
令和３年度までに約１４６ヘクタール実施し、進捗率は全体計画に対し約
５９パーセント となっています。
　平砂浦地区の進捗状況ですが、森林整備については、ボランティア等
によるものも含め、平成２４年度から令和３年度までに約３０ヘクタール
実施し、進捗率は約５０パーセントとなっています。
　今年度は、両地区とも植栽を予定しております。

①　九十九里地区及び平砂浦地区の保安林整備の進捗状況はど
のようになっていますか。
　また、今年度はどのような整備を行う予定ですか。

Ⅰ 海岸防災林の進
捗状況等に関す
ること

＜農林水産部森林課＞
　現在は、植物の生育環境として厳しい海岸の前線部（砂丘裏法面端か
ら１００ｍ未満程度の範囲）や、景観として松林が求められる箇所につい
ては、クロマツの植栽を進めていますが、前線部より内陸側については、
マツクイムシの被害や生物多様性を考慮して、広葉樹を導入すること
としています。 
　このため、森林研究所と協力し、「海岸防災林の広葉樹化方針（素案）」
を作成し内容について検討を行っているところです。
　今後の見通しですが、九十九里地区だけでも、海岸最前線部（砂丘裏
法面端から５０ｍの範囲）の植栽必要エリアが約５０ヘクタール、その後ろ
の５０～１００ｍの範囲においても約４０ヘクタールが存在しているため、今
後５年以上の期間は、前線部のクロマツの植栽を優先して進めて行く
こととなります。その期間中に、その後に控えている広葉樹の植栽に
備え、植栽方法を確立していきたいと考えております。
　部会等の開催については未定ですが、研究成果についてはある程度
まとまった段階で、情報提供していきたいと考えており、皆様からのご
意見等についても随時伺わせていただければと考えております。

②　広葉樹導入の検討状況について教えてください。
　また、海岸前線部より内陸側についてはいつどのように進め
ていくお考えですか。
　今後の見通しなどの共通認識を持つ場として海岸県有保安林
再生部会等の開催をお願いします。

＜農林水産部森林課＞
　令和４年度の抵抗性クロマツコンテナ苗の供給量は３～４万本を予
定しています。 令和３年度の活着率は以下のとおりです。（植栽後９０
日経過の活着率）

③　北部林業事務所防災林造成工事では、抵抗性クロマツのコ
ンテナ苗が使用されていますが、今年度の抵抗性クロマツコン
テナ苗の供給量はどの位を予定していますか。
　また、令和３年度の活着率はどの位ですか。

【当協会の質問・要望と県の回答】（農林水産部）

協会活動

千葉県造園協会の森（横芝光）
法人の森（横芝光）の最終報告
　令和 5 年 3 月31日をもって、千葉県「法人の森」制
度に基づく千葉県知事との協定期間が終了致しました。
　クロマツ林の松くい虫被害による海岸保安林の機能
喪失を防ぎ、尚且つ生物多様性の観点から、広葉樹に
よる海岸保安林の整備を行い、その後、維持管理と生
育調査に多くの方が参加して頂きました。それらも無
事終了し、最後に看板をはじめ単管パイプによる防風
ネット等の人工構造物を撤去し、千葉県へお返し致し
ました。

　今回の法人の森（横芝光）の活動には、協会会員企
業の皆様や技術委員やフォローアップメンバーをはじ
め、千葉県農林部の関係者様、種苗会社や機械メーカ
ーの方々など多くの方にご協力を頂きました。
　改めて、今回の活動が出来ましたことを心より感謝
致します。皆様ありがとうございました。

「法人の森（横芝光）」協定の概要
1 ．所在地：山武郡横芝光町
　　　　　　尾垂イ字大杉前3856-80
2 ．面　積：640㎡（20ｍ×32ｍ）
3 ．名　称：千葉県造園協会の森（横芝光）
4 ．協定期間（当初）：平成27年 9 月25日から
　　　　　　　　　　令和 2 年 3 月31日まで
　　再 協 定 期 間：令和 2 年 4 月 1 日から
　　　　　　　　　　令和 5 年 3 月31日まで

最終報告
　今回の「法人の森（横芝光）」では、生育状況を樹
高と葉張を測定し、樹高×葉張で投影面積を求め、植
栽当初に比べての増加率を集計しています。

　緑化増加率（平均）は、植栽当初に比べて、
常緑広葉樹（高木性）
・ タブノキ　　　　　350％（昨年の値   75％）
・ マテバシイ　　　 1,228％（昨年の値1,022％）
・ モチノキ　　　　　 11％（昨年の値  142％）
・ ヤマモモ　　　　 2,669％（昨年の値2,163％）
落葉広葉樹（高木性）
・ オオシマザクラ　 2,305％（昨年の値1,576％）
・ エノキ　　　　　　873％（昨年の値  719％）
常緑広葉樹（中低木性）
・ ウバメガシ　　　 2,737％（昨年の値2,291％）
・ トベラ　　　　　 1,349％（昨年の値1,002％）
・ シャリンバイ　　 1,228％（昨年の値1,192％）
※緑化増加率＝投影面積の増減値／当初投影面積×100

　調査対象樹木で各樹種の投影面積の大きく生長した
ものは、下記のとおりです。
・ タブノキ　　　　　樹高 900㎜　葉張 400㎜
・ マテバシイ　　　　樹高2,300㎜　葉張1,000㎜
・ モチノキ　　　　　樹高1,200㎜　葉張 200㎜
・ ヤマモモ　　　　　樹高2,000㎜　葉張1,900㎜
・ オオシマザクラ　　樹高2,200㎜　葉張1,400㎜
・ エノキ　　　　　　樹高1,300㎜　葉張1,400㎜
・ ウバメガシ　　　　樹高2,300㎜　葉張2,500㎜
・ トベラ　　　　　　樹高1,800㎜　葉張 950㎜
・ シャリンバイ　　　樹高1,700㎜　葉張1,200㎜

　今回の植栽と生育調査を通じて、樹種の剪定の難し
さや植栽基盤の大切さ。また、植栽間隔や植栽パター
ンの検討とその後の維持管理の効率化などの課題も浮
き彫りにされました。
　ぜひ、今後の実施の参考となれば幸いです。

（前技術委員長　榊原正和）

平成28年 ４ 月26日　第 １回生育調査

令和 3年 ４月27日　第 １回生育調査

令和 3年１１月１１日　第 2回生育調査


